
い、2 1 数式で示して考えてみる

ことの
で！罰↳ _
キルヒホッフ則より

E = V+V2・・・① V = V 、 . . . ②
オームの法則より
R V、=10kr・（I-Ir）・・・③
① V = t u c k s・ I r ' "④
R V2=10km・I・・・⑤

①に④ .⑤を代入して

②にのすがパI・・・。
1 0 ( I - I n ) = r v I r

⇒ 1 0 I = r v I r+10Ir・・・② '

① ' に ② ' を 代 入 し て

E = r v I r + r r I r + 1 0 I r
さん=tmttnnon

④に代入して

V=rv・フル ⇒ V=だいに



FM(1）続き
ここでなといたとき
の値が、大きくなるかどうか考えればよい、実際に
10KRと 100k2を代入して求めてもよいし、極限をとってもよい

V=
に

1 - 三 = 1-三
↑
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まにが大きくなるとしよー
（2

元の値をVo､ 後の値をVとした
とき､ 離とする 1なし
（変動率）=（ル）=。

といえ

つないでいないときは、○で断線しているときと同じで
r v二

#

といえる。よっ て

Vo = E
つないだときはrx=h、といえるので
V'= 211た三 （E）

よって変動率は

（変動率）=かなう 2にーんたた､
2



｢でこのすだと分子が負なので､ 大きさ 絶対値 にす
ると

1（変動率）にE_jETE
-1-r.ms

これが0.05未満であればよいので

1 - _ " ≤0.05
0.95 ≤ 5だ

0.95(rvt5）≤rv
0.95.5 ≤ 0 . 0 5 r v

i . 95にした
- _ - い


